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研究テーマ（発表タイトル） 

『digmate』による、多様化した音楽の価値の受け皿 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちは、大学の音楽学部に所属しており、皆それぞれ自分の好きな音楽があり、 

普段から音楽と向き合い、一曲一曲と対峙して音楽を聴く時間が多い。しかし、 

音楽に固執していない周りの友人に音楽について聞くと「何を聴いているか 

分からない」という言葉を耳にする。それは、スマートフォンが普及して 

ストリーミングサービスが台頭してきたことや、その他様々な要因により、 

多くの音楽が聴けるようになっているので一曲一曲を BGM のように聞き流して 

しまっていて、じっくりと対峙していないのではないかと私たちは考えた。 

そして、音楽を聴いていてもその良さを語ったり、共有したりする場がなく、 

音楽のある生活が充実していないことに気がついた。多様化している音楽の 

価値を受け止め、音楽のある生活を充実したものに出来る場を提供すること 

を目的にし、HIPHOP のスラング（隠語）でレコードなどを掘るように探す 

ことを意味する dig るという言葉に仲間という意味の mate を組み合わせた

『digmate』と名付けた音楽 SNS を考案した。 

［図１］digmate イメージ 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

音楽市場の背景として、「レコード・CD を購入して聴く」ことから、スマートフォンの普及により「曲をダウン

ロードして聴く」そして、Apple Music、Spotify のように定額を支払うと、何万曲もの音楽が聴ける「サブスク

リプションで聴く」「YouTube などの無料サービスで聴く」ことに変化している。その変化に合わせて音楽の 

価値の多様化も進んできている。 

私たちは、音楽に対して 4 つの価値が多様化していると考えた。 



1.「嗜好性の多様化」 

「感動」「楽しさ」「見た目」「内容」など、音楽を聴く際に注目する部分は 

異なっている。実際に公立高校普通科の高校生 300 人対象に行ったアンケー

トでは「あなたの好きな楽曲を一曲教えてください」という問いに対して、 

同じアーティストの同じ楽曲の回答は 2 組しかおらず、聴く音楽そのものが

多様化しているということが分かる。 

 

 

［図２］嗜好性のグラフ  

2.「音楽を知るメディアの多様化」 

イ ン タ ー ネ ッ ト が 普 及 す る 前 は 、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ ・ 新 聞 ・ 雑 誌 と 限 ら れ て い た               

が、現在はインターネットが普及し、メディアが細分化し、情報が多くなっている。2015 年のビデオリサーチ

が行った、プライムタイムの音楽番組数の調査によると、ピークの 2000 年に 529 本も存在していた音楽番組

が、2014 年には 4 分の 1 減少し 187 本になっている。さらに STUDENTS LAB の 2014 年に行った大学生が

対象の音楽離れに関する調査では、音楽番組を普段、ほとんど見ていない、全く見ていないと回答した大学生

が半数以上で音楽番組数と比例していることが分かる。そして総務省情報通信政策研究所が 2017 年に発表し

た、主なメディアの平均使用時間調査によると、20 代以下はテレビの視聴時間よりもインターネットの利用時

間の方が多くなっている。今までは、限られた場所でしか音楽と出会うことは出来なかったが、インターネッ

トを利用するようになり、自由に音楽と出会う場所が増えたとも言える。 

3.「音楽の聴き方の価値の多様化」 

かつては CD を購入して音楽を聴いていたが現在では、公立高校普通科の高校生 300 人対象のアンケートでも

8 割がスマートフォンで聴いているという結果が出ている。スマートフォンで聴く中でもサブスクリプション

で聴く人もいるが、中高生などは「Tik Tok」という動画アプリなどを利用していて、音楽を素材として遊ぶ人

も多くなってきている。音楽の楽しみ方が「聴く」「見る」だけではなくなっていることが分かる。 

4.「コンテンツに財を支払う価値の多様化」 

ストリーミングサービスを利用する人の中でも、有料アプリと無料アプリを利用して音楽を聴いている人がい

る。現在の高校生は初めての携帯電話がスマートフォンの「スマホネイティブ世代」にとって CD などを購入

する必要がなく、音楽は無料で聴けるものだという感覚が強い。 

 

類似サービス（音楽 SNS）として「myspace」というものが存在したが、2011 年でサービスを終了した。 

「myspace」は時代のニーズである「充実したリアルな生活」の発信に寄与できなかったことが原因だと考え

ている。今回、私たちが考案した「digmate」ではこの心理を受け止めることが可能だ。 

３．研究テーマの課題 

そもそも音楽に興味がないという人にとってこのような音楽 SNS があっても使用するきっかけや入口が無い。

しかしながら、音楽大学で音楽を学ぶほど音楽が生活に無くてはならないものであるわたしたちにとって、音楽

文化に注目が集まらなくなり、文化が衰退していくことは避けたい。音楽のある充実した生活とはどのようなも

のなのか。音楽には様々な活用方法があり、もちろん聴いて楽しむという活用方法が一般的だが、音楽に合わせ

て踊ることもできる。BGM として流し、その場の雰囲気を盛り上げたり、集中するためや気持ちを落ち着かせ

るために試合前などに音楽を聴くアスリート選手もいる。 

また、音楽にのせて自分の思っていることを伝えるというバンドマンは少なくないはずだ。近年では SNS の流

行から、自分の聴いている音楽を SNS にて投稿する若者が増えている。投稿する人は、「私はこんな音楽を聴い

ているよ。」というアピール心や、直接口に出したり、ダイレクトに SNS に投稿はしないが、聴いている音楽か



ら心情を汲み取り、そこから自分の気持ちに気付いてほしいと遠回しにアピールしている人もいる。最近では、

SNS に投稿するだけではなく、トークアプリの『LINE』でもプロフィールに自分の好きな音楽を設定すること

ができる。他にも、ショートムービーが撮れる「Tik Tok」が流行っている。誰でも簡単に音楽に合わせて感情が

表現できるということがだんだん身近なツールとして活用することができるようになった。 

このように現代では、音楽は聴くためというツールではなく、音楽を通して伝えたいことを伝えたり、自分の気

持ちを表現するという活用方法が日常である。自分の気持ちを代弁してもらい気持ちを落ち着かせたり、自分自

身の言葉にできない感情をかわりに表現してもらうことで、音楽のない生活とは比べ物にならないくらいの充実

感が得られる。しかし、充実感を他人にアピールするための場がないことが課題にあると考えた。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

そこで、音楽のある生活を充実させることが、いかに有意義であるかを体感できる 

ようにしたいと考えた。現代の若者にとっての充実した環境とは、どのようなもの

なのか検討し、その結果、人と違った体験をすることが充実していることに気づき

『digmate』を開発することにした。 

人と違う充実した音楽体験として、自分の好きな音楽を語れる、共有できる、自分

の好みの音楽を選べる、自分を表現できる SNS とした。今回は、映画レビューサ

ービス『filmarks』の要素と『instagram』の要素、amazon や youtube などでも

使用されている推薦システムを導入して、自分の好きな音楽を語れる、共有でき

る、自分の好みの音楽を選べる場を一つにまとめることができ、人と違う充実した

新たな音楽体験ができ、自分を表現できるものとした。 

『digmate』を利用してもらうにあたって、人と違った音楽体験を持つユーザーは、

主にコアな音楽リスナーを想定している。コアな音楽リスナーに刺さるサービスを

用意し、コアな音楽リスナーの盛り上がりを見て、ライトな音楽リスナーにも話題

が広がると考えている。                           ［図３］digmate イメージ 

イメージとしては、Instagram でお洒落なカフェのインスタ映えするラテアートを Instagramer がハッシュタグ

で「#お洒落なカフェ」「#インスタ映え」「#ラテアート」と付けて投稿することで Instagramer のファンやハッ

シュタグで検索した人が見つけることができ、そこから広がっていくというものである。元々、音楽が好きとい

う人にはもっと好きになってもらえるものとして、音楽に興味がなかった人でも新しい音楽に出会えるきっかけ

として両者とも「音楽のある充実した生活」ができることを最終的には考えたものになっている。 

今回の『digmate』のビジネスモデルは、YouTube など 

スマホコンテンツで頻繁に目にする三者間市場を活用し 

運営費を回収したいと考えている。『digmate』を使用した 

ユーザーは、直接的に音楽コンテンツの購入には至らないが 

音楽コンテンツに対するリテラシーが深まり、自らの 

ライフスタイルに合わせた音楽コンテンツへの財の交換が 

行われるようになると考えている。 

 

[図４]digmate のビジネスモデル 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

公立高校普通科高校生対象の音楽に対する価値のアンケート調査を 300 人に実施。「音楽の主な聴取方法」とし

て 8 割がスマートフォンと回答した。さらに「スマートフォンで音楽をどのように聴取するか」の質問に、無料

アプリを使用しているが 52％、youtube が 23％、CD が 16％、ストリーミングサービスが 9％という結果にな

り、やはり音楽に価値を感じて財を支払っている人は少ないということが分かった。 



さらに、2018 年 9 月、主に経営学部の大学生 115 人を対象に、同じく、音楽に対する価値観についてのアンケ

ート調査を実施。やはり大学生の場合も 8 割がスマートフォンから音楽を聴取している結果となった。「あなた

は好きな音楽について語りたいと思いますか？」という設問に対して半数以上の 55％が「はい」と回答し、音楽

について語る場のニーズはあると考えた。 

６．結果や今後の取り組み 

『digmate』を使用すると多様化した価値観を深めていくことができ、音楽体験に新たな視点の提供が可能にな

る。今回は、企画の報告だが、今後は、企画内容のブラッシュアップを重ねたのちに、実際にアプリを開発し、

運用していきたいと考えている。 
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